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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。

課
題
・
今
後
の
取
組

【課題】

来訪者数の増加が見込まれることから、多くの方々に効果的に周知する必要がある。

【今後の取組】

引き続き、きらりうむ佐渡等の関連施設において、来訪者向けの見学マナーの周知徹底を図る。

事
業
計
画
と
実
績

【Ｒ４年度計画】

【Ｒ４年度実績】

ガイダンス施設「きらりうむ佐渡」において、来訪者に対する見学時のマナー等の周知・啓発活動
を行う。

来訪者向けの見学マナー啓発用のチラシを、きらりうむ佐渡等の各種関連施設に配架したほか、
現地見学会等において現地見学時のマナーや注意点について説明を行った。

事
業
評
価

【ゴールに対するR４末の達成度】 本事業は、マナー啓発活動を継続していくものであり、累積的な目標は設
定していないが、概ね計画どおりに進んでおり、一定の成果が得られてい
ることからB評価とした。

　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績

来訪者のマナー醸成に向けて、見学マナーや危険箇所の注意喚起を記載したチラシを作成し、
ガイダンス施設での配架やイベント時に配布するなどし、周知を図った。

事
業
概
要

【事業目的】

構成資産の保全のため、来訪者による構成資産への毀損や落書き、遺物・鉱石等の持ち帰り等
がないよう、来訪者の保全意識の啓発を図る。

【事業内容】

来訪者の保全意識を高めるため、注意喚起を目的としたサインの設置を行うとともに、構成資産
を見学する際の見学マナーについて普及啓発活動を行う。

【本計画終了時点のゴール】

市民や来訪者に対し、散策マナー等を広く啓発する。（定数的な目標は設定しない。）

事業(施策)名 １　見学マナーの啓発

佐渡市世界遺産推進課

関連団体 佐渡市観光振興課

事業実施期間 Ｈ28～R６

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

令和３年度事業点検・評価調書　
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第４章　世界遺産登録に向けた来訪者の受入体制整備
取組項目 来訪者の保全意識の啓発

Ⅴ.来訪者マナーの醸成
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